
 

 

 

 

 

 

    家庭教育「なう」は、恵那県事務所の HP からご覧いただくことができます。 

                         家庭教育「なう」QRコード → 

 

子育ては、「ワンオペ育児（夫婦のどちらか一方が一人で育児を行うこと）」にならないよう、親子のふれあいと、

親同士の仲間づくりがとても大切です。しかし、コロナ禍の中、「新しい生活様式」「特別な夏」を過ごすことは、乳幼

児期家庭教育学級、園や学校の家庭教育学級の開催を困難にしています。コロナ禍の中でも、子育てのストレスを

減らし、親も子も笑顔で成長できるよう、工夫して家庭教育学級を開催している取組を紹介します。 

 

 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、乳幼児学級は、８月まで休止中ですが、保護者と子どもたちのため

に、明智町のボランティアグループ「たぬきのポン太」の皆さんが、乳幼児向けの手遊び・クイズ・創作人形劇のライ

ブ配信を行いました。 

代表の伊藤和代さんが、LINEの LIVE機能を活用した配信を考案し、７月１５日から８月まで毎週水曜日に配

信をしました。見てくださったお母さんから、「また見たいです！」「子どもが手遊びを喜びました。」などの、メッセージ

が入り、とても励みになりました。 
内 容 

７月１５日  第１回  

          伊藤和代さんによる手遊び・手作りグッズを使った遊び歌 

７月２２日  第２回  

          「たぬきのポン太」メンバーの伊藤しきさんによる手遊び、 

恵那市社会教育指導員の堀春美さんによる創作人形劇  

 

 

 

 

 

 

 LINELIVEの機器設定                                    手遊び・人形劇の様子 
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乳幼児期家庭教育学級の紹介 
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【このよさを学びたい！】 
・コロナ禍の中、家で過ごしている保護者と子ども達のために、今できることを考えて取り組んでいること。 
・乳幼児学級が開催されていなくても、「一人で子育てしているのではないよ」「ちゃんとつながっているよ」と
いう発信になり、保護者の安心感につながっていること。 
 



 

 

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、乳幼児学級が中止になっていますが、６月から、オンライン乳幼児学

級「Zoomゆずっこ」を始めました。第１・第３木曜日に開催し、OBママも参加しています。 

Zoomは、映像と音声があるので、笑い声やおしゃべり、時にはぐずっている様子も分かり、元気に過ごしているこ

と、成長の様子を、互いに知ることができて、嬉しさと楽しさとともに安心感が生まれます。 
内 容 

 運営は、正副学級長やWebシステムが得意な保護者が、４０分間の流れやテーマを計画して、LINEで連絡しま

す。家にいながら、一つの画面の中で楽しく開催することができます。 

6月  4日  今年度の目標 

6月 18日  七夕のお願いを発表できるように連絡し、参加者は紙に書いて準備しました。そして、絵本の読み聞 

かせや、お誕生会も行いました。 

７月・８月    歯科衛生士さんに「食べることは生きること」をテーマに１０分映像を作っていただき、３回に分けて学 

びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【このよさを学びたい！】 
・Zoomのよさを活用して、親子で、家で取り組んだ七夕のお願いや、デザイン Tシャツを、発表し合って交流が
できたこと。 
・顔を見て、声を聞いて、一緒に活動ができ、共に子どもの成長を確かめ合うことができたこと。 
・保護者も子どもも、「仲間と一緒」という安心感をもつことができたこと。 
 

当番のお母さんが、
画面に向かって読
み聞かせを始める
と、子ども達が一緒
にかわいい声で「よ
いしょ！」と声をかけ
ました。たまらなくか
わいかったです。 

七夕のお願いを紙
に書いて、Zoom
で発表しました。 

手形・足形スタンプデザイン Tシャツを、今年はおうちで作り

ました。足形を使ったスイカや自動車、ペンギン。手形を使っ

たお花や恐竜など、工夫がいっぱいでした。 
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Zoom画面です。アンパンマンは６月
のお誕生日カードです。裏面には、写
真と保護者からの誕生日メッセージが
書いてあります。 



保護者の感想から 
・感謝の気持ちを伝えるのは大切
なことだなと改めて思いました。 
・「ありがとう」の言葉を意識して
手伝いをしてくれたので、いつも
以上にピカピカでした。家族同士
でも大切な言葉だと改めて実感
しました。 
・誰かのために何かをしたり、誰か
に何かをしてもらったり、「ありが
とう」と言い合える「おもいやり」
につながるとてもよい企画だった
と思います。 

 

 

 

     取組期間     令和２年８月８日（土）～８月１６日（日） 

               参 加 者      全校児童と保護者 

家族の時間を意識的に作り出す在宅取組型家庭教育学級 

武並小学校では、毎年、夏休みに、「話そう！語ろう！わが家の約束」運動として、家族と一緒に取り組む在宅取組

型家庭教育学級を行っています。今年度は、夏休みが９日間に短縮されましたが、家族のコミュニケーションを大切

にしたいという思いから、例年通り、実施しました。 

昨年度は、ノーメディアをテーマに取り組みましたが、今年度は、「ありがとう」を言えない子が多い、自尊感情が

低い子が多いという課題から、PTA会長の渡邉博文さんの発案のもと、家庭教育委員長の可知入世さんが企画

し、「家族で『ありがとう！』の言葉をひろげよう！」の取組を行いました 
取組の内容 
 “ありがとう」と言われてうれしかったこと”“自分から「ありがとう」と言った 
こと”を、絵日記に描いて、夏休み後に提出しました。毎年、夏休み作品展で、 
体育館に掲示していますが、今年度は、コロナ禍で、作品展を実施しないた 
め、教室に掲示して、クラスで認め合いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

小学校家庭教育学級の紹介 

【このよさを学びたい！】 
・家族で「ありがとう」の言葉を広
げる取組を、絵日記にまとめたこ
とで、１年生から６年生まで、楽し
く取り組むことができたこと。 
・家族の素敵な関わりが、絵を通
して伝え合うことができたこと。 
・「ありがとう」の言葉で、家族の
絆を深めることができるとても大
切な企画だったこと。 
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     日  時     令和２年８月２７日（木）１３：３０～１５：００ 

               参加者     乳幼児期家庭教育学級担当者 

                      場 所     中津川市中央公民館 

コロナ禍の中で１０月から乳幼児学級を開催するために「できること」を考え合う 

 中津川市では、コロナ禍で延期していた乳幼児期家庭教育学級を１０月から開催するために、準備が進められて

います。８月２７日に、市内１３の公民館の担当者と市の担当者が集まり、コロナ禍の中で、どのように学級を開催し

たらいいのか、事例を挙げながら、話し合いました。 

内 容 

 Withコロナの中で乳幼児学級を開催するにあたって 

 恵那県事務所振興防災課 家庭教育推進専門職 奥村 多美子 

 ・乳幼児学級の意義 

   乳幼児期の子どもをもつ保護者が、子育てについて学び、仲間づくりをす 

る場。子どもの社会性を養う場。 

 ・コロナ禍の中での乳幼児学級の意義 

   外出自粛が続き、乳幼児期の子どもをもつ保護者の交流の場がなくなっ 

ている。「孤育て」「ワンオペ育児」によってストレスを感じることが多くなっ 

ている。コロナ禍だからこそ、保護者同士がつながり、思いを伝え合ったり 

悩みを相談したり、親子が笑顔で活動したりすることが大切。 

 ・東濃各市の開催状況について 

 ・県内の開催事例について 

   岐阜地区家庭教育学級応援通信「みんなで子育て」No,5、NO,6の本 

巣市子どもセンター、岐南町夏休み子ども教室、羽島市児童センターの 

コロナ禍での開催の様子を紹介。 

 グループトーク「安心安全に学級を開催する方法」 

 ・ソーシャルディスタンスを子ども達に保つにはどうするか。 

  →学級は、親がソーシャルディスタンスを学ぶ場。親が子どもに教え見守る。 

 ・床の消毒をどこまでやればいいか。 

  →親が自分の場所は自分で守る。バスタオル持参をお願いする。 

 ・手型は、前後に手をしっかり洗えば、できる。 

 ・散歩も取り入れる。 

 ・おもちゃを手作りしてから講話に入れば、子どもが動き回らずに、手作りお 

もちゃで遊び、親が講話を聴くことができる。 

 ・お母さん達と、どんなことができるのか話し合ってみる。             等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

乳幼児期家庭教育学級担当者会の紹介 

【このよさを学びたい！】 
・１０月から乳幼児期家庭教育学
級が開催されるのに合わせて、中
津川市内すべての公民館の担当
者が集まって研修することで、情
報共有ができたこと。 
・グループトークで出された質問に
対して、社会教育指導員の安藤さ
ん、家庭教育支援員の小川さん
から、具体的なアドバイスがあり、
開催の内容や方法が分かったこ
と。 
・加藤係長が最後の挨拶で、「親
の学びの機会を設定していくこと
が市の役割です。学級マニュアル
に基づいて安全対策を講じて実
施してください。」と話され、この会
を通して、学級開催に向けた安心
感につながったこと。 
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講話「With コロナの中で乳幼児学級を開催

するにあたって」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安心安全に学級を開催する方法」について

グループで話し合いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループトークでは、学級開催にあ

たっての心配なことを出し合いました 

 

 

 

 

社会教育指導員 安藤さんが、グループトーク

で出た質問について、アドバイスをしました。 

 

 

 

 


